















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1の付図 FIG．　L Fla．1 Flロ．3． FSIt：．　・1．
ぴ
図3：
Fig．1　右側上顎大臼歯抜去用鉗子．
　　　　a．前の窪み．
　　　　b．後ろの窪み．
　　　　c．口蓋根を受ける窪み．
Fig．2　右側上顎大臼歯を歯頸部で掴んだ同じ鉗子．
　　　　a．b．cは前図と同じ．
　　　　（注：Fig．1．2とも右側は左側の誤り）
Fig．3　右側下顎大臼歯抜去用鉗子．
　　　　a．とb．歯頸部頬面に対する前と後の窪み．
　　　　c．とd．歯頸部舌面に対する前と後の窪み．
Fig．4　右側下顎大臼歯を歯頸部で掴んだFig．　3と
　　　　同じ鉗子．
　　　　a．b．c．d．はFig．3と同じ．
llの付図
図4：
Fig．120
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右側上顎大臼歯抜去用鉗子．
Fig．121
F輪・121・
O
上顎大臼歯の歯頸部を掴んだ鉗子の適合状態を示し
た同じ鉗子．
FZf．　M・
図6：
Fig．127
　顎が根全体に出来るだけ適合するように作られた残
　根抜去用鉗子．
憤9・IN・
卸喀．125．
　　　　　　　　　　　　　ノ
図5：
Fig．124
　右側下顎大臼歯抜去用鉗子．
Fig．125
　下顎大臼歯の歯頸部を掴んだ鉗子の適合状態を示し
　たもの．
　　　　　　　　　FVgt・12s，1！9．　and膓30’
図7：
Fig．128．129．　130
　Fig．127と同じ顎を持った鉗子．色々な部位の残根
　に術者が届き易いようにハンドルが作られている．
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図8：
Fig．131
　右側上顎の3根の残根を抜去
　する鉗子．
図9：
Fig．132
　下顎の2根の残根を抜去する
　鉗子．（注：図は鉗子が歯を掴
　んでいるところ）
図10：
Fig．133
　エレベーター．
　手易く研げるように片側がや
　や窪んでいる．
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図11：
Fig．182
　上顎切歯抜去用鉗子．
図12：
Fig．183
　下顎切歯抜去用鉗子．
　術者が上顎切歯を避けられる
　ようにハンドルがカーブして
　いる．
図13：
Fig．184
　下顎小臼歯抜去に適した鉗子．
　関節が変わった位置にあり，
　ハンドルは術者の手が上顎に
　触らないようにカーブしてい
　る．この鉗子の創案はEvrard
　による．
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図14：
Fig．185．186
　右側上顎大臼歯抜去用鉗子．
　Fig．186は鉗子が歯を掴んだ
　ところ．（注：Fig．186は図を
　裏返した方が適当である）
図15：
Fig．187
　下顎大臼歯抜去用鉗子．
　顎は歯頸部に適合し，ハンド
　ルの平面に対して45°に曲
　がっている．
図16：
Fig．188
　鉗子の顎がハンドルを横切る
　平面に対して直角になってい
　る．
fig．IS9．（り 鞠．19〔．（i）
fiVg．　lel．（1）
図17：
Fig．189
　右側第2・第3大臼歯抜歯用鉗子．
　鉗子の顎がハンドルを横切る平面
　に対して直角になっている．顎自
　身も口腔の後方に入れるようにや
　やカーブしている．
図18：
Fig．190
　上顎前歯の残根抜去用鉗子．
図19：
Fig．191
　上顎大臼歯，小臼歯の分離し
　た残根抜去用鉗子．
　口腔の後方にも入るように顎
　は上方に，ハンドルはその反
　対にややカーブしている．
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図20：
Fig．192
　下顎小臼歯の残根を抜去する
　ために，鉗子の顎はハンドル
　を横切る平面に対して曲がっ
　ている．下顎大臼歯の残根の
　抜去にもFig．189で示したよ
　うに関節から先の刃部がやや
　カーブしているので非常に便
　利である．
図21：
Fig．191
　下顎の残根抜去用として刃部
　がハンドルと同一の平面に対
　して曲がっている鉗子．
図22：
Fig。194
　既に歯冠が崩壊した歯の緩ん
　だ根を歯槽から掘り出すため
　に，細長い刃部を持った鉗子．
n’凵E19S．（1）
図23：
Fig．195
　円錐形の根を抜去するために刃部の縁がノコギリの
　ように歯との間に食い込む鉗子．
　この鉗子にはハンドルにストップが付いている．指
　押し（a）を押してクサビ（b）を前進させて刃が閉じるの
　を防ぎ，回転させながら刃の鋭縁を残根と歯槽との
　間に食い込ませる．鉗子の刃が固く掴むのに充分な
　深さに達したら指でクサビを後退させる．それに
　よって普通の残根鉗子として使用できる．この図は
　考案者のCattlin氏の好意による．
　＊は溝を付けたクサビの表面を示す．これはハンド
　ルの内側にある同じ溝と合う．
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図24：
Fig．197
　歯冠は崩壊しているが，3根は分離
　していない上顎大臼歯抜歯用鉗子．
　この鉗子の特徴は頬側の顎が先細り
　で長く伸び頬側根の間に挿入出来る．
Fig．196
　Fig．197の鉗子が歯冠のない歯を掴
　んでいるところを示す．
　（注：Fig．197は図を裏返した方が
　適当である）
R’凵D　10S．｛1）
図25：
Fig．198
　歯頸部の下で歯冠が破折し
　た下顎大臼歯抜去用鉗子．
　刃部は歯根の間を押さえる
　ように尖って伸びている．
E’刀E199．〔り 工砂．200．c2｝
図26：
Fig。199
　刃部が蝶番でハンドルの中に入
　る最も単純な形のエレベーター．
Fig．200
　Thompson氏の考案された曲
　がったエレベーター．
